
同学会国内研修ー産科救急
2015.8.10 北京協和医院

出張者：星合 昊（日中医学協会 監事）

李 高娃（日中医学協会 職員）



研修責任者 孫大為先生開講式挨拶



星合先生による挨拶と教材授与



李忠金氏による制度説明



研修実施課室の参観



研修参観



项目活动报告 

 
活动名称： 协和医院妇产科急重症骨干培训班 

时间： 2015 年 8 月 9 日-8 月 15 日 人数：10 

地点： 北京协和医院 指导老师:孙大为 

报告人： 周星楠 期别：  手机：18810261952 

单位： 北京协和医院妇产科 邮箱:melodyzxn@163.com 

培
训
内
容 

 在为期五天的培训中，内容主要分为临床观摩、教授讲座和月报会观摩。

学员每天早上进行两小时的临床观摩，分别在协和医院妇产科普通妇科、计

划生育、妇科肿瘤和产科四个专业组中进行，内容包括查房、住院总医师带

教、提问和病历查阅；五天中共有十位来自不同专业组的教授进行讲座，内

容涵盖各个亚专业，内容针对妇产科基层医院的常见病，着重于规范的临床

诊治，并结合最新数据和指南；2015 年 8 月 12 日学员得以观摩月报会，在

郎景和院士的主持下，各专业组总结工作，交流心得，并会有年轻医生汇报

疑难或罕见病例。 

成 

果 
(

亮 
点)

 

  临床观摩使学员对协和医院妇产科病房流程有初步了解，查房及住院总医

师床旁带教，既能了解各病房住院病人疾病的种类和比例，也有助于学员观

察其处理的流程，病历查阅可以借鉴病历格式，尤其是手术记录和手术签字

单，以上各项如能对比自家医院，取长补短，将会对未来的工作带来些许启

示； 

十位临床经验及理论知识都十分丰富的教授，针对学员的实际工作情况，

非常有侧重点地准备了授课内容，重点引导基层医院的医生对常见病进行规

范的诊治，内容深入浅出，十分实用，还结合了国际上最新的数据和指南，

促使学员对于疾病的理解更具长远眼光和前瞻性； 

月报会是协和医院妇产科多年的传统，每月举行一次，本次学习班学员得

以观摩月报会，机会实属难得，不仅可以感受全科各专业组工作上的交流，

最重要的是领略协和精神，看协和人如何谦逊治学，听取来自别的立场的观

点，不自满不固步自封，学术面前没有大大夫小大夫，人人都得以参与讨论。

精神的影响大过于知识的学习，是足以贯穿整个职业生涯的。 

 

建 

议 

建议学员有备而来，带来自己平日工作的疑难和困惑，如棘手的病例，或在

自家医院某一疾病的处理流程是否合理，请授课教授解答，相较于被动接受，

这样会更有效率更有收获。 

 

 



事業報告 

 
事業名称： 協和医院産婦人科救急重症リーダー研修 

日時：2015 年 8 月 9 日-8 月 15 日  受講者数：10 名 

場所： 北京協和医院 指導教官:孫大為(第 10 期) 

報告者： 周星楠 期：  手机：1881026952 

所属機関部署名： 北京協和医院産婦人科 E-mail:melodyzxn@163.com 

研
修
内
容 

 ５日間の研修の主要な内容は、臨床見学、教授講義受講、月例報告会見

学である。受講生は毎日早朝 2時間の臨床見学を行い、協和医院の普通産

婦人科、計画生育科、婦人腫瘤科、産科の４つのグループに分かれて見学

を行った。内容は病棟回診における担当医師のティーチング、質問やカル

テチェックを含む。研修５日間で１０名の異なった専門の教授の講義を受

け、内容は豊富で、基層医院の産婦人科で常見される疾病にマッチしてお

り、規範的な診療治療に基づきながら、最新データやアドバイスも盛り込

んだ内容であった。2015 年８月 12 日、受講生は郎景和院士が座長を務め

る月例報告会に参加し、各専業グループがまとめの発表を行った。この会

では、若い医師の難しい症例や珍しい症例の報告も行われた。 

成
果 

 

 臨床見学によって受講生は、協和医院の産婦人科病棟の治療の流れにつ

いてある程度理解をし、病棟回診における担当医師のティーチングによ

り、各病棟の入院患者の疾病の種類と比率について理解を深めた。受講生

はその治療の過程を知り、カルテの閲覧でカルテの書き方を学び、特に手

術記録、手術サインカード等の項目を自分の所属医院と比較し優れた点を

取り入れ、将来の仕事の参考とした。 

 臨床経験、理論が豊富な１０名の専門家の講義においては、内容が受講

生の実際の臨床業務に一致するように講義内容については非常に注意深

く準備されており、基層医院の医師が常見する疾病の規範的治療に重点を

置いて指導が行われた。内容は奥深いが解りやすく非常に実用的であっ

た。又、国際的な最新のデータとアドバイスを加え、受講生は疾病に展望

を持って理解できるようになった。 

 月例報告会は協和医院産婦人科が伝統的に行っているもので、毎月１回

行われているが、今回の受講生は月例報告会を見学できるという良い機会

に恵まれた。この報告会に参加して全科各専業グループの交流を目の当た

りにしただけでなく、協和の精神に触れ、協和の医療関係者がどのように

治療において、以下に謙虚で他の立場の人の見方を尊重し、満足せず、常

に立ち止まらず、努力しているかを知ることができた。学問の前には偉大

な医師も若手の医師もなく、皆が討論に参加する様子を見て、知識や学習

のみならず、生涯を貫く精神を植え付けられたと言えよう。 

 

提
案 

受講生は今後、自身の通常の業務の中での疑問点や困った点を準備してき

て、所属病院で処置に困る病例においては、自分たちの処置方法が正しい

かどうかについて質問をするようにすると更に効率よく収穫が得られる

と考えられる。 



同学会国内研修-老年介護実用技術
2015.9.2-29 中日友好医院

出張者：本田 伸吾(日中医学協会 事務局長)



開講式

王宝亭副院長の挨拶
中華護理学会老年専業委員会
楊莘主任の挨拶

看護部趙菁主任の講演



研修風景



集合写真



修了証書授与











项目活动报告 

 
活动名称： 中日笹川老年护理培训班 

时间： 2015 年 8 月 26 日-9 月 22 日 人数：16 人 

地点： 中日友好医院内 指导老师:邬巧玲、陈秀琴等 

报告人： 王玉华 期别： 第三期 手机：13683697716 

单位： 中日友好医院 邮箱:yuhuawang2005@126.com 

培
训
内
容 

以课堂授课及临床实习参观的形式进行培训： 

一、授课内容：五部分 1.护理伦理与道德 2.临床护理能力 3.专科护理技术 4.护理理论与

科研 5.老年患者护理安全 

具体课程： 

磁性护理理念与实践・压力管理・老年人的生理、心理特征 

老年患者用药安全管理・老年康复的理念与要点 

老年患者认知障碍的评价和康复・老年患者吞咽障碍的筛查及健康教育 

专业性人际交往新思维・老年慢性疼痛药物治疗进展 

老年患者的疼痛护理・患者良肢位摆放、体位改变以及血栓预防 

老年专病：老年循环系统常见疾病的诊断、治疗・老年专病：冠心病患者的护理 

缓和医疗与护理・护理安全：老年患者皮肤管理 

老年专病：老年神经系统常见疾病的诊断和治疗 

老年专病：老年神经系统常见疾病的护理干预 

护理综述的撰写・老年专病：老年尿失禁患者评估和康复 

老年专病：造口的护理・老年专病：中风患者的康复治疗 

康复护理见习课：卧位、坐位以及立位的改变・PICC 置管维护 

老年专病：老年糖尿病患者的血糖管理・护理安全：如何预防老年患者误吸 

康复护理见习课：卧位患者的康复指导・老年人营养管理 

老年专病：骨关节炎的治疗和护理・护理安全：老年人跌倒的预防 

二、临床实习：老年科、物理康复科等 

成 

果 
(

亮
点)

 

课程内容安排很丰富，在临床护理中很实用，接触到很多新的护理理论与科研成

果，从更大的范围了解到老年人常见病。 

 

建 

议 

1. 进一步增加临床科室的参观或实践时间 

2. 增加赴日培训环节 

 



事業報告 

 
事業名称： 中日笹川老年介護研修班 

日時： 2016 年 8 月 26 日-9 月 22 日 受講者数：16 名 

場所： 中日友好医院 指導教官:鄔 功玲、陳 秀琴 

報告者： 王 玉華 期：  手机：13683697716 

所属機関部署名： 中日友好医院 E-mail:yuhuangwang2005@126.com 

研
修
内
容 

 講義受講及び臨床実技参観形式で研修を行った。 

 

一．講義内容(５つのテーマ) 

1. 看護倫理と道徳 

2. 臨床看護能力 

3. 看護技術専科 

4. 看護理論と科学研究 

5. 老年患者の看護と安全 

具体的には 

マグネットホスピタル(魅力ある看護理論)とその実践・ストレス管理 

老人の生理・心理の特徴・老年患者の処方の安全管理 

老年リハビリテーションの理念と要点・老年患者の認知障害の評価とリハビリテーション 

老年患者の嚥下障害の検査及び健康教育・専門領域の新しい考え方 

老年性慢性疼痛の薬物治療の進展・老年患者の疼痛看護 

患者の良好な四肢、体位変換と血栓予防・年特有の疾病：老年循環器系統に常見される疾病

の診断・治療・年特有の疾病：心臓病患者の看護・緩和医療と看護 

看護の安全：老年患者の皮膚管理・老年特有の疾病：老年の神経系統に常見される疾病の診

断・治療・老年特有の疾病：老年の神経系統に常見される疾病の看護の関わり方 

看護概論・老年特有の疾病：老年性尿失禁患者の評価とリハビリテーション 

老年特有の疾病：人口肛門の看護・老年特有の疾病：中風患者のリハビリテーション治療 

リハビリテーション実習・仰臥位・座位及び立位の変更・PICC カテーテルの管理保護 

老年特有の疾病：老年糖尿病患者の血糖量管理・看護の安全：いかにして老年患者の誤飲を

防ぐか・リハビリテーション実習：仰臥位患者のリハビリ指導・老人の栄養管理 

老年特有の疾病：関節炎の治療と看護・看護の安全：老人の転倒防止 

二．臨床実習：老年科、理学療法科等 

 

成
果 

 研修内容は非常に豊富で、臨床看護を行う上で非常に実用的であり、多くの新しい看

護理論や科学研究の成果に触れることもでき、老年に常見される疾病を更に広い範囲で

理解することができた。 

 

提
案

１．臨床の参観及び実践の時間を更に増やす 

２．日本に研修に行くことのできる環境を整える 

 



日中笹川医学協力プロジェクト
同学会事業 国内研修
短期総合診療研修

実施期間：2015年８月30日～９月26日
実施場所：中国医科大学第一附属病院
出張者：日比 紀文(医療協力事業委員会委員)

岡田 光子(日中医学協会事務局次長)



講演 日比 紀文教授
「総合診療医」とは？-日本での取り組みと消化器分野での診療の実際ー」



研修風景



開講式

許順同学会副秘書長の挨拶

李忠金同学会秘書長の挨拶
日比委員の挨拶





 

项目活动报告 

 
活动名称：中日笹川医学合作项目中国医科大学全科医师骨干培训班	
时间：2015 年 8 月 31 日至 9月 26 日 人数：15 人 

地点： 中国医科大学附属第一医院 指导老师:于晓松 

报告人： 郎朗 期别： 第三期 手机：13516003329 

单位： 中国医大一院 邮箱:lang153@126.com 

培
训
内
容 

全科医学基本理念：全科医学概述与全科医学教育、日本全科医疗服务模式、以人

为中心的健康照顾、以社区为范围的健康照顾、胸科疾病的基层诊疗思维、以预防为

导向的健康照顾等 

全科医学与健康管理：全科医疗病例分享（高尿酸血症、重点人群的全科医疗服务、

血脂异常、超重/肥胖、焦虑症的全科医学处理）COPD 的基层管理、心电图、市内五区

CHS 

慢性病管理与循证实践：以家庭为单位的健康照顾、慢性心衰患者的基层管理、慢

性病共病患者的现状与研究进展、2型糖尿病的药物治疗、冠心病的诊疗与基层管理、

骨质疏松症的全科医学处理、参观环球门诊、学员座谈与经验分享 

临床思维与基本技能培训：全科医疗病例分享（常见恶性肿瘤、抑郁症、心律失常、

医学无法解释症状、头晕）AHA 基础生命支持培训、2 型糖尿病并发症的综合管理、儿

童疾病管理、企业健康管理现场观摩 

成 

果 
(

亮 

点)
 

成果：学员圆满完成各项培训，全科医学相关理念、技能、知识都明显提高，学员非

常满意。 

 

亮点：1、采用了案例教学、PBL、小组讨论、角色扮演、参观等教学方法。 

2、增加了 BLS（基础生命支持）教学内容。 

3、加强了学生教学能力培养，让学生自制课件上台讲课。 

4、增加了教学评价环节，学生为每一位教师打分，促进教学质量的提高。 

5、聘请王永权等国内知名专家授课，受到学生的热烈欢迎。 

6、专门参观了国际环球门诊，蓝卡社区诊所和辽河石化健康管理代表国内全科医学发

展趋势和水平的特色项目。 

 

 

建 

议 

于从事全科医学临床工作的医师中选择学员进行培训。 

 



事業報告 

 
事業名称： 中日笹川医学協力プロジェクト 中国医科大学全科医師リーダー研修班 

日時： 2015 年 8 月 31 日-９月 26 日 受講者数：15 人 

場所： 中国医科大学附属第一医院 指導教官:于暁松 

報告者： 郎朗 期：  手机：13516003329 

所属機関部署名： 中国医科大学附属第一医院 E-mail:lang153@126.com 

研
修
内
容 

全科医学(総合診療研修)基本理念：全科医学(総合診療研修)の概要及び

全科医学(総合診療)教育、日本の全科医療(総合診療研修)のサービスモデ

ル、人を中心とするヘルスケア、社区単位で行うヘルスケア、胸部疾病の

初級診療の考え方、予防を中心とするヘルスケア等。 

 全科医学と健康管理：全科医療(総合診療)の症例(高尿酸血症、血脂異

常、肥満、不安神経症等の全科医療(総合診療)が重点的に行うべき疾病)

の共有。COPDの基層管理、心電図、市内五区 CHS 

 慢性病管理と実践：家庭を核としたヘルスケア、慢性心臓虚弱患者の初

級管理、慢性病併存疾患の現状と研究の進展、2 型糖尿病の薬物治療、心

臓病の診療と初級管理、骨粗しょう症の全科医学(総合診療)的処理、環球

外来の参観、受講者との座談及び経験の共有 

 臨床の考え方及び基本技能の研修：全科医療(総合診療)の症例(悪性腫

瘍、抑鬱症、自立神経失調症、めまい等医学では説明ができない症状)の

共有。AHA 基礎生命維持トレーニング、２型糖尿病と合併症の総合管理、

児童疾病管理、企業健康管理の現場の参観。 

成
果 

 

  受講生は各項の研修を円満に修了し、全科医学の関連理念、技能、知識

等が向上し、非常に満足していた。 

 

成果： 

1. 症例検討、PBL,グループ討論、ロールプレイ、参観等の教育方法を採

用する。 

2. BLS(基礎生命維持)の教育内容を増加させる 

3. 受講生の教育能力を向上させるために受講生自ら発表をさせる 

4. 教育の評価機会を増加させるために、受講生が教師を採点する方法を

採用し、教学のレベルを高める。 

5. 王永権等の国内の専門家の講義を招聘し学生の熱烈な歓迎を受けた。

6. 国際環球外来を参観し、藍卡社区診療所と遼河石化健康管理等国内の

全科医学」の発展趨勢と水準を代表するような特色あるプロジェクト

を専門的に参観した。 

 

 

提
案 

全科医学の臨床を行っている医師から選抜した医師に研修を行うように

した方が良い 

 



日中笹川医学協力プロジェクト
同学会事業 国内研修
中長期臨床研修(四川大学華西医院)

実施期間：2015年10月～2016年3月
実施場所：四川大学華西医院

出張者：岡野 友宏(日中笹川医学協力PWG委員)
太田 晶子(日中医学協会職員)



研修実施校 四川大学華医院



研修風景

胡秀英氏と受講者(岳英・王磊)



研修風景



项目活动报告 

活动名称：中长期基层医师培训 

时间：2015 年 10 月-2016 年 3 月 人数：共 12 人（名单附后) 

地点：分别在山西等 6 所医院培训（详见一览表） 指导老师（名单附后） 

报告人：李忠金 期别：12 期 手机：13910254013 

单位：同学会 邮箱 richyukinjp@yahoo.co.jp 

培
训
内
容 

系统学习相关专业的诊断、治疗以及病人管理水平。 

学员构成：内科（2 名）、中医内科（2 名）、外科（2 名）、儿科（2 名）、

护理（3 名）、病理（1 名）。分别在山西省儿童医院等 6 所医疗单位接受培

训。 

成 
果 
︵
亮 

点
︶ 

1.学到了系统化的诊治方法。 

由于培训时间较长，指导老师可以有系统地对来自基层的学员进行全方

位的指导，学员们在培训期间均具体负责住院病人的治疗、护理，通过系统

化的理论学习和实践，在疾病的诊治、患者护理等方面均有明显提高。 

2.提高了学员们的专业能力、拓宽了诊治范围。 

由于培训时间长达半年，学员与培训单位、尤其是所在科室之间建立了

良好的人际关系，为基层医疗单位拓展业务范围提供了条件。 

改 

进 

建 

议 

学员专业不同，对培训的要求也不同。建议在总预算不变的前提下，尽

量根据学员的需求，适当调整各学员的培训时间。偏重专项技术学习的可适

当缩短至（3-5 个月） 

 

 



 

中长期培训指导老师名单 

山西省妇幼保健院儿科（太原）:杨林海 

黑龙江中医药科学研究院中医科（哈尔滨）:李显柱 

四川大学附属华西医院护理部（成都）:胡秀英 

第四军医大学附属唐华医院病理科（西安）:郭英 

吉林省延边大学医学部糖尿病科(延吉):裴海成 

中国医科大学第一医院胸外二科(沈阳):徐顺 

                中长期培训学员一览表 

指导老师 培训学员 专业 培训学员单位 

许顺 程志刚 外科 吉林省敦化市医院 

  董志广 外科 河北省清河县中医院 

杨林海 刘燕  儿科 山西省吕梁市岚县中医院 

  刘建青 儿科 山西省吕梁市岚县中医院 

裴海成 田永日 内分泌糖尿病 延边中西医结合医院 

  安虎杰 内分泌糖尿病 延边肿瘤医院 

胡秀英 岳英 老年护理 新疆医科大学第二附属医院 

  王磊 老年护理 新疆克拉玛依市中心医院 

  白梅 康复护理 新疆医科大学第二附属医院 

郭英 曹谦三 病理 陕西省平利县人民医院病理科 

李显筑 孟祥锦  中西医结合 齐齐哈尔市第一医院 

  栾玲玲 中西医结合 哈尔滨市第七人民医院 

 



プロジェクト活動報告 
事業名称：中長期臨床研修 

期間：2015 年 10 月～2016 年 3 月 受講者数：12 名 

場所：山西省等６か所の医院 指導教官（名簿は附表を参照) 

報告者：李忠金 期：12 期 携帯電話：13910254013 

所属機関：同学会 E-mail:richyukinjp@yahoo.co.jp 

研
修
内
容 

 

専門領域の学習を系統的に行い、診断・治療・患者管理の水準を高め

る。受講生内訳：内科(2 名)、中医内科(2 名)、外科(2 名)、小児科(2 名)、

看護(3 名)、病理(1 名)。山西省児童医院等の 6か所で研修を受けた。 

 

成 

果 

 

１．系統的な診療治療方法を学んだ。 
 研修時間が比較的長いので、指導教官が基層医療人員に系統的に全方位

的指導を行うことができ、受講生は研修期間中、患者の治療、看護を責任

を持って実際に行い、系統的な理論と実践を通じて、疾病の診断治療、患

者管理等の各方面で明らかに能力が向上した。 

 

２．受講生の専門能力を高め、診察治療の範囲を広げた 
 研修機関が半年と長期にわたっているので、受講者と研修機関の間に良

好な人間関係が生まれ、基層の医療機関が業務を発展させるに足る良き条

件となった。 

 

提 

案 

受講生の専門領域はそれぞれで、研修に対する需要も同一ではない。

総予算を変更させないことを前提で受講生の希望を聞き、研修機関を調整

する必要がある。専門技術の学習は短縮(3～5 か月)する方が適切である。

 

 



中長期研修指導教官リスト 

 
山西省婦幼保健院児童科(太原)：楊林海 

黒龍江中医薬科学研究院中医科(ハルピン)：李顕柱 

四川大学華西医院護理部(成都)：胡秀英 

第四軍医大学附属唐華医院病理科(西安)：郭英 

吉林省延辺大学医学部糖尿病科(延吉)：裴海成 

中国医科大学第一医院胸部外科二科(瀋陽)：許順 

 

中長期研修受講者一覧表 

 
指導教官 受講生 専門領域 受講者所属機関 

許 順 程志剛 外科 吉林省敦化市医院 

  董志広 外科 河北省清河県中医院 

楊林海 劉燕  小児科 山西省呂梁市嵐県中医院 

  劉建青 小児科 山西省呂梁市嵐県中医院 

裴海成 田永日 内分泌糖尿病 延辺中西医結合医院 

  安虎傑 内分泌糖尿病 延辺腫瘤医院 

胡秀英 岳英 老年看護 新疆医科大学第二附属医院 

  王磊 老年看護 新疆克拉瑪依中心医院 

  白梅 リハビリ看護 新疆医科大学第二附属医院 

郭英 曹謙三 病理 陝西省平利県人民医院病理科 

李顕筑 孟祥錦  中西医結合 チチハル市第一医院 

  欒玲玲 中西医結合 哈爾濱市第七人民医院 

 


